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載荷に着目すると，カイザー効果が成立しており，1 回目
の載荷までは試験片が健全であったことを示している．2，
3 回目の載荷では，カイザー効果が成立しなかった．AE

が発生した荷重を先行荷重で除した値をフェリシティ比 

（以下，FR）と呼び，ASME では FR が 0.95 以上を合
格としている．3 回目の載荷では FR が 0.7 となったた
め，本試験片が健全性を失ったのは 2 回目の載荷中であ
ることが確認できる．

ୈ 2 ਤに，CFRP 試験片の引張試験時に取得した AE
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いに破断しており，本供試体はエンド側ドーム部ライナ溶
着部から破断したと考えられる．その他の CFRP 部分に
は目立った損傷は見られなかった．

ୈ 6 ਤに圧力負荷パターンおよび AE 発生傾向を示す．
横軸に試験時間，左縦軸と緑線に 1 s ごとに発生した AE

発生数，右縦軸と赤線に圧力を示す．圧力は 20 MPa ご
とに圧力負荷，保持，除荷を繰り返し，試験体が破断する
まで実施した場合，破断圧力は 135 MPa であった．FR

と F.C.Oa
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破断圧力 135 MPa に対して低い圧力 30 MPa で変化し
た．30 ～ 80 MPa にかけて周波数集中部は 60 kHz まで
低下した．FR が低下した 70 




